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は
じ
め
に 

 

村
上
春
樹
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
、「『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
の
本
文
改
訂(

一)

―
シ

ャ
ネ
ル
削
除
に
よ
る
人
物
造
形
―
」(

平
二
五
・
三)
（
１
）
「『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
の
本
文
改
訂(

二)

―
シ
ョ

ー
ト
・
ロ
ン
グ
両
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
本
文
異
同
―
」(

平
二
七
・
三)

（
２
）

を
公
に
し
、
特
に(

二)

で
は
、

ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ｃ
‐
１
に
あ
た
る
『
村
上
春
樹
全
作
品1

9
7
9

～1
9
8
9

⑧
』（
平
三
、
講
談

社
。
以
下
『
全
作
品
⑧
』
と
略
称
）
の
本
文
の
特
徴
を
指
摘
し
、『
全
作
品
⑧
』
を
五
二
箇
所
に
及
ぶ

削
除
改
訂
を
し
て
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
所
収
の
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ｃ
‐
２
・
３
版
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
く
、
決
定
稿
と
呼
ぶ
べ
き
は
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
ｃ
‐

２
・
３
で
あ
り
、
シ
ュ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
増
補
し
た
り
継
承
し
た
り
し
な
が
ら
削
除
や
改
訂

す
る
全
作
品
⑧
が
保
有
す
る
本
文
の
性
格
は
、
こ
の
作
品
を
考
え
る
上
で
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
そ

の
本
文
の
性
格
を
顕
在
化
す
る
た
め
に
「
全
作
品
⑧
所
収
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
本
文
の
性
格
―
定
本
と

の
差
異
と
そ
の
独
自
性
が
意
味
す
る
も
の
と
―
」(

平
二
七
・
八)

（
３
）

を
公
に
し
、
本
文
の
性
格
を
具

体
的
に
考
察
し
た
が
、
定
本
に
あ
た
る
ｃ
‐
２
・
３
文
藝
春
秋
刊
単
行
本
・
文
庫
本
と
の
五
二
箇
所

に
及
ぶ
削
除
箇
所
に
つ
い
て
は
な
お
示
し
終
え
て
は
い
な
い
た
め
、「
全
作
品
⑧
本
文
の
性
格(
続)
」

と
し
て
こ
こ
に
掲
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

『
全
作
品
⑧
』
の
「
全
体
」
に
あ
た
る
概
要
に
つ
い
て
は
前
出
の
「
全
作
品
⑧
所
収
『
ト
ニ
ー
滝

谷
』
本
文
の
性
格
―
定
本
と
の
差
異
と
そ
の
独
自
性
が
意
味
す
る
も
の
と
―
」
の
稿
を
も
っ
て
十
分

と
考
え
「
正
篇
」
と
位
置
づ
け
、
本
稿
で
は
「
続
篇
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
の
「
部
分
」
を
列

挙
し
、
本
文
異
同
を
指
摘
し
て
い
く
。
な
お
、
前
出
の
拙
論
は
、
本
来
「
本
文
改
訂(

三)

」
に
あ
た

る
も
の
で
あ
る
が
、『
全
作
品
⑧
』
の
本
文
の
性
格
に
特
化
し
て
発
表
し
た
た
め
、
本
稿
を
「
本
文
改

訂(

三)

」
と
呼
称
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。 

        

本
稿
で
も
旧
稿
で
解
説
を
加
え
て
見
て
き
た
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
の
本
文
に
つ
い
て
以
下
に
簡
便
に

分
類
を
示
し
て
お
く
。 

 

（
ａ
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン 

 

・
未
発
表 

（
ｂ
）
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン 

・「
文
藝
春
秋
」
六
八
巻
七
号
、
平
成
二
年
六
月
（
ｂ
‐
１
） 

 

・『
文
藝
春
秋
短
篇
小
説
館
』
平
成
三
年
九
月
（
ｂ
‐
２
） 

（
ｃ
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン 

・『
村
上
春
樹
全
作
品1

9
7
9

～1
9
8
9

⑧
』
平
成
三
年
七
月
（
ｃ
‐
１
） 

 

・
単
行
本
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
平
成
八
年
一
一
月
（
ｃ
‐
２
） 

・
文
庫
本
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
平
成
一
一
年
一
〇
月
（
ｃ
‐
３
） 

 

こ
の(

ａ)(

ｃ)

の
四
種
が
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
な
る
の
だ
が
、（
ａ
）
に
つ
い
て
は
、
今
も

っ
て
未
発
表
で
、
こ
の
（
ａ
）
を
削
り
、
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
ｂ
）（
正
確
に
は
ｂ
‐
１
）

を
書
い
た
、
と
村
上
本
人
が
記
し
て
い
る
（
４
）
。 

（
ｃ
）
に
関
し
て
は
、『
全
作
品
⑧
』
の
本
文
は
異
同
が
多
く
、
五
二
箇
所
に
も
及
ぶ
。
つ
ま
り
『
全

作
品
⑧
』（
ｃ
‐
１
）
は
、『
単
行
本
』（
ｃ
‐
２
）『
文
庫
本
』（
ｃ
‐
３
）
と
比
べ
る
と
五
二
箇
所
も

削
除
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る(

旧
稿
参
照(

５)

お
よ
び
後
出
参
照)

。 
そ
れ
ら
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
の
残
滓
も
あ
れ
ば
、
登
場
人
物
の
性
格
描
写
の
書

き
込
み
も
あ
っ
た
り
、
主
語
の
人
称
が
記
さ
れ
て
い
た
り
す
る
、
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
移

行
過
程
の
過
渡
期
的
本
文
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
本
的
本
文
と
し
て
は
、
『
全
作
品
⑧
』

で
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
文
庫
本
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
が
決
定
版
本
文
な
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 

 
 
 

『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
の
本
文
改
訂(

三) 
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し
か
し
、
『
全
作
品
⑧
』
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
の
本
文
で
は
、
五
二
箇
所
に
及
ぶ
削
除

が
あ
り
、
旧
稿
や
本
稿
で
も
言
及
す
る
よ
う
に
改
訂
の
度
合
い
は
大
き
い
。 

ま
た
、
こ
の
削
除
箇
所
に
は
、
作
品
の
設
定
や
人
物
造
形
の
類
を
一
度
は
増
補
し
た
が
最
終
的
に

カ
ッ
ト
や
改
変
し
た
わ
け
で
あ
り
、『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
村
上
自
身
に
よ

る
改
訂
記
述
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
稿
以
外
、
問
題
に
さ
れ
ず
に
来
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

海
外
で
も
村
上
文
学
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、『
全

作
品
⑧
』
が
全
集
的
な
決
定
本
文
の
優
位
性
を
保
有
し
て
い
る
と
解
さ
れ
や
す
く
、『
英
語
で
読
む
村

上
春
樹 

T
O

N
Y

 T
A

K
IT

A
N

I
』(
平
二
五
・
一
〇
～
平
二
六
・
三
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
の
底
本
も
『
全

作
品
⑧
』
で
あ
る
し
、
英
語
版
第
二
短
篇
集
『
め
く
ら
や
な
ぎ
と
眠
る
女
』
の
日
本
語
版
が
平
成
二

一
年
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
底
本
も
『
全
作
品
⑧
』
で
あ
る(

「
靴
の
サ
イ
ズ
は
２
２
」

の
数
字
の
み
「
22
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
文
庫
版
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』〈
ｃ
‐
３
〉
の
改
訂

と
同
じ
に
な
っ
て
い
る)

。『
全
作
品
⑧
』
が
全
集
的
な
決
定
本
文
の
優
位
性
を
保
有
し
て
い
る
と
認

知
さ
れ
て
し
ま
う
作
用
も
働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

国
内
で
も
テ
ク
ス
ト
の
改
変
に
は
注
視
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、「「
ト
ニ
ー
滝
谷
」
の
初
出
は
雑
誌
『
文

藝
春
秋
』
一
九
九
〇
年
六
月
号
、
同
作
が
一
年
後
『
村
上
春
樹
全
作
品

1
9
7
9

～1
9
8
9

⑧
』
に
収
録

さ
れ
る
際
に
大
幅
に
加
筆
修
正
さ
れ
、
一
九
九
六
年
一
一
月
短
篇
小
説
集
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』

に
再
度
収
録
さ
れ
る
際
に
も
再
び
全
作
品
版
に
微
修
正
が
施
さ
れ
た(

６)
」〈
同
書
五
二
頁
〉
と
全
作
品

ま
で
の
過
程
も
か
な
り
ア
バ
ウ
ト
に
捉
え
ら
れ
て
い
て
困
る
が
、『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』（
ｃ
‐

２
・
３
）
を
、「
全
作
品
版
に
微
修
正
が
施
さ
れ
た
」
と
す
る
こ
と
は
到
底
首
肯
で
き
な
い
。
『
全
作

品
⑧
』
（
ｃ
‐
１
）
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
（
ｃ
‐
２
・
３
）
を
区
別
し
な
い
見
解
は
い
た

だ
け
な
い(

こ
の
あ
た
り
は
旧
稿
三
篇
も
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
本
稿
で
以
下
に
示
す
対
照
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る)

。 

繰
り
返
す
が
、
定
本
的
本
文
と
し
て
は
、
『
全
作
品
⑧
』
で
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
文
庫
本
『
レ

キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
が
決
定
版
本
文
な
の
で
あ
る
。 

な
お
、
本
稿
で
は
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
を
「
単
行
本
」
（
ｃ
‐
２
）
と
「
文
庫
本
」
（
ｃ

‐
３
）
に
区
分
は
す
る
が
、
「
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
」
と
一
括
し
て
文
庫
本
（
ｃ
‐
３
）
で

代
表
さ
せ
る
の
は
、
旧
稿
で
も
説
明
し
て
い
る
が
、
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
の
単
行
本
（
ｃ
‐

２
）
と
文
庫
本
（
ｃ
‐
３
）
の
本
文
異
同
が
、
全
く
な
い
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

文
庫
本
（
ｃ
‐
３
）
と
単
行
本
（
ｃ
‐
２
）
に
は
、
四
箇
所
の
異
同
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
一
本
文

と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
異
同
は
、
文
庫
一
一
五
頁
一
二
行
目
の
「
祟
っ
て
」、
一
一

六
頁
五
行
目
の
「
美
味
い
も
の
」、
一
三
一
頁
四
行
目
「
憑
か
れ
た
」
の
三
箇
所
に
ル
ビ
が
付
さ
れ
た

こ
と
と
、
単
行
本
一
四
八
頁
「
靴
の
サ
イ
ズ
２
２
」
が
文
庫
本
一
三
五
頁
で
は
「
靴
の
サ
イ
ズ
22
」

と
さ
れ
る
四
箇
所
（
８
）
だ
け
で
あ
る
。
ル
ビ
は
文
庫
化
に
あ
た
っ
て
編
集
上
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
旧
稿
「
全
作
品
⑧
所
収
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
本
文
の
性
格
―
定
本
と
の
差
異
と
そ
の
独
自

性
が
意
味
す
る
も
の
と
―
」
の
際
、
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
単
行

本
（
ｃ
‐
２
）
文
庫
本
（
ｃ
‐
３
）
と
の
五
二
箇
所
に
及
ぶ
削
除
改
訂
す
べ
て
に
つ
い
て
掲
出
す
る
。 

 

『
全
作
品
⑧
』
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
の
本
文
異
同
一
覧 

 

 

さ
て
、
以
下
に
、『
全
作
品
⑧
』（
ｃ
‐
１
）
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
文
庫
本
（
ｃ
‐
３
） 

の
対
照
表
を
掲
出
す
る
の
だ
が
、
旧
稿(

７)

で
指
摘
し
た
「
五
二
箇
所
に
及
ぶ
削
除
」
に
つ
い
て
説
明

し
て
お
き
た
い
。
旧
稿
で
は
紙
数
の
関
係
で
異
同
を
す
べ
て
明
示
で
き
な
い
の
で
、
混
乱
を
避
け
る

た
め
、
形
式
段
落
等
ひ
と
か
た
ま
り
の
近
い
と
こ
ろ
で
複
数
箇
所
の
削
除
が
あ
る
場
合
、
便
宜
上
、

一
と
数
え
「
五
二
箇
所
」
と
し
て
表
示
し
た
が
、
今
回
掲
出
し
た
一
覧
を
ご
覧
に
な
れ
ば
判
る
が
、

ひ
と
か
た
ま
り
の
文
章
内
で
の
複
数
の
削
除
等
も
個
別
に
一
と
数
え
る
な
ら
ば
、
厳
密
に
数
を
示
す

と
す
れ
ば
、「
五
二
箇
所
七
八
個
の
削
除
や
改
訂
が
あ
る
」
と
す
る
の
が
精
確
で
あ
ろ
う
。 

五
二
箇
所
（
９
）
、
と
し
た
削
除
等
の
改
訂
は
、
詳
細
に
言
え
ば
「
五
二
箇
所
七
八
個
」
の
削
除
改
訂

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
順
次
、
掲
出
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

な
お
、
通
し
番
号
の
見
方
だ
が
、「【
二
〇
】（
三
二
）」
は
、
二
〇
箇
所
目
で
、
括
弧
内
の
三
二
は

こ
こ
ま
で
の
異
同
総
数
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
【 

】
は
計
「
五
二
」、（ 

）
は
計
「
七
八
」
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。
厳
密
に
改
訂
数
を
掲
出
す
る
な
ら
七
八
の
削
除
改
訂
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。 

『
村
上
春
樹
全
作
品1

9
7
9

～1
9
8
9

⑧
』
平
成
三
年
七
月
（
ｃ
‐
１
）
を
「（
ｃ
‐
１
）
ロ
ン
グ
・

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
）」
と
し
て
先
に
掲
出
し
、
文
春
文
庫
本
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
平

成
一
一
年
一
〇
月
（
ｃ
‐
３
）
を
「（
ｃ
‐
３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
）」
と
し
て
続

け
て
掲
出
す
る
。 

記
号
関
係
は
、『
全
作
品
⑧
』（
ｃ
‐
１
）
に
あ
る
が
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
文
庫
本
（
ｃ
‐

３
で
削
除
さ
れ
た
箇
所
は 

 
 

で
囲
ん
だ
。
文
庫
本
で
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
文
言
に
二
重
傍
線
を

付
し
た
。
ま
た
、
改
訂
の
場
合
、
囲
み
で
は
な
く
両
方
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
。 
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【
一
】（
一
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

 
 

好
き
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
吹
け
て
、
ま
ず
ま
ず
の
食
事
が
一
日
に
三
度
食
べ
ら
れ
て
、
女
が
何 

 

人
か
ま
わ
り
に
い
れ
ば
、
そ
れ
以
上
は
と
く
に
何
も
望
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
謙
虚
で
あ
り
、
同
時 

に
傲
慢
な
男
だ
っ
た
。
本
質
的
に
は
お
そ
ろ
し
く
身
勝
手
な
人
間
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
普
段
は 

ま
わ
り
の
人
間
に
対
し
て
非
常
に
親
切
で
気
持
ち
の
良
い
人
間
だ
っ
た
。
だ
か
ら
大
抵
の
人
間
は 

彼
の
こ
と
を
好
い
た
。
若
く
て
男
っ
ぷ
り
が
よ
く
て
、
お
ま
け
に
楽
器
の
腕
も
い
い
と
き
て
い
る 

か
ら
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
雪
の
日
の
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
目
立
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

 
 

好
き
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
吹
け
て
、
ま
ず
ま
ず
の
食
事
が
一
日
に
三
度
食
べ
ら
れ
て
、
女
が
何 

 

人
か
ま
わ
り
に
い
れ
ば
、
そ
れ
以
上
は
と
く
に
何
も
望
ま
な
か
っ
た
。 

大
抵
の
人
間
は
彼
の
こ
と
を
好
い
た
。
若
く
て
男
っ
ぷ
り
が
よ
く
て
、
お
ま
け
に
楽
器
の
腕
も

い
い
と
き
て
い
る
か
ら
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
雪
の
日
の
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
目
立
っ
た
。 

【
二
】（
三
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

こ
れ
は
ま
さ
に
滝
谷
省
三
郎
に
と
っ
て
人
生
最
大
の
危
機
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
生
と
死
の
あ
い

だ
に
は
、
文
字
通
り
髪
の
毛
一
本
く
ら
い
の
隙
間
し
か
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
自
分
は
こ
こ
で
死

ぬ
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
と
彼
は
思
っ
た
。
死
ぬ
こ
と
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
く
は
な
か
っ

た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

滝
谷
省
三
郎
に
と
っ
て
人
生
最
大
の
危
機
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
生
と
死
の
あ
い
だ
に
は
、
文
字

通
り
髪
の
毛
一
本
く
ら
い
の
隙
間
し
か
な
か
っ
た
。
死
ぬ
こ
と
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
く
は
な

か
っ
た
。 

【
三
】（
四
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

こ
こ
で
あ
っ
さ
り
殺
さ
れ
た
と
し
て
も
文
句
の
言
え
る
よ
う
な
義
理
は
な
か
っ
た
。
ま
あ
こ
ん

な
も
の
だ
ろ
う
。
贅
沢
は
言
え
な
い
。
こ
の
戦
争
で
は
何
百
万
と
い
う
数
の
日
本
人
が
死
ん
だ
ん

だ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

こ
こ
で
あ
っ
さ
り
殺
さ
れ
た
と
し
て
も
文
句
の
言
え
る
よ
う
な
義
理
は
な
か
っ
た
。
こ
の
戦
争

で
は
何
百
万
と
い
う
数
の
日
本
人
が
死
ん
だ
ん
だ
。 

【
四
】（
五
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
結
局
と
こ
ろ
、
滝
谷
省
三
郎
は
そ
の
刑
務
所
か
ら
生
き
て
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
の
で

き
た
た
だ
二
人
の
日
本
人
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
。
生
き
残
っ
た
も
う
ひ
と
り
の
高
級
将
校
は
ほ

と
ん
ど
頭
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
た
。
彼
は
引
揚
げ
船
の
デ
ッ
キ
に
立
っ
て
、
や
っ
て
き
た
と
き

と
は
逆
に
だ
ん
だ
ん
遠
ざ
か
っ
て
小
さ
く
な
っ
て
い
く
上
海
の
街
を
眺
め
な
が
ら
、
人
生
と
い
う

の
は
わ
か
ら
ん
も
の
だ
な
と
思
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
結
局
と
こ
ろ
、
滝
谷
省
三
郎
は
そ
の
刑
務
所
か
ら
生
き
て
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
の
で

き
た
た
だ
二
人
の
日
本
人
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
。 

【
五
】（
六
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

も
ち
ろ
ん
欠
落
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ
た
。
し
か
し
人
間
が
生
き
て
い
く
と
い
う
の
は
多
か

れ
少
な
か
れ
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
彼
は
思
っ
た
。
ど
の
み
ち
人
は
い
つ
か
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

も
ち
ろ
ん
欠
落
感
の
よ
う
な
も
の
は
あ
っ
た
。
し
か
し
ど
の
み
ち
人
は
い
つ
か
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
。 

【
六
】（
七
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
誰
か
に
文
句
の
言
え
る
よ
う
な
歳
で
も
な
い
。
彼
は

い
く
つ
か
ま
と
め
て
年
を
と
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
で
も
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
以
上
の
感

情
は
と
く
に
湧
い
て
こ
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
誰
か
に
文
句
の
言
え
る
よ
う
な
歳
で
も
な
い
。
い
く

つ
か
ま
と
め
て
年
を
と
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
で
も
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
以
上
の
感
情
は

と
く
に
湧
い
て
こ
な
か
っ
た
。 

【
七
】（
八
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 
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滝
谷
省
三
郎
は
そ
れ
に
つ
い
て
い
っ
た
い
ど
う
感
じ
れ
ば
い
い
の
か
、
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
彼
は
そ
う
い
う
感
情
に
対
し
て
不
案
内
だ
っ
た
の
だ
。
彼
は
死
と
い
う
も
の
を
う
ま

く
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
死
が
自
分
に
も
た
ら
す
も
の
を
推
測
し
、
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
に
で
き
る
の
は
、
そ
れ
を
既
成
の
事
実
と
し
て
そ
の
ま
ま
呑
み

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
何
か
平
板
な
、
円
盤
の
よ
う
な
も
の
が
す
っ
ぽ

り
と
胸
の
中
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

滝
谷
省
三
郎
は
そ
れ
に
つ
い
て
い
っ
た
い
ど
う
感
じ
れ
ば
い
い
の
か
、
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
彼
は
そ
う
い
う
感
情
に
対
し
て
不
案
内
だ
っ
た
の
だ
。
何
か
平
板
な
、
円
盤
の
よ
う

な
も
の
が
す
っ
ぽ
り
と
胸
の
中
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。 

【
八
】（
一
〇
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
そ
ん
な
名
前
を
つ
け
ら
れ
た
子
供
に
と
っ
て
、
人
生
は
決
し
て
安
楽
な
バ
ラ
の
寝
床
で

は
な
か
っ
た
。
学
校
で
は
混
血
と
か
ら
か
わ
れ
た
し
、
彼
が
名
前
を
名
乗
る
と
相
手
は
妙
な
顔
を

す
る
か
、
あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
嫌
な
顔
を
し
た
。
多
く
の
人
は
そ
れ
を
悪
い
冗
談
の
よ
う
な
も
の

に
取
っ
た
し
、
中
に
は
腹
を
立
て
る
人
間
さ
え
い
た
。
あ
る
種
の
人
々
は
そ
ん
な
名
前
を
持
っ
た

子
供
を
前
に
し
た
だ
け
で
、
古
い
傷
口
を
あ
ば
か
れ
た
よ
う
な
気
に
も
な
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
そ
ん
な
名
前
を
つ
け
ら
れ
た
お
か
げ
で
学
校
で
は
混
血
と
か
ら
か
わ
れ
た
し
、
彼
が
名

前
を
名
乗
る
と
相
手
は
妙
な
顔
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
嫌
な
顔
を
し
た
。
多
く
の
人
は

そ
れ
を
悪
い
冗
談
の
よ
う
な
も
の
に
取
っ
た
し
、
中
に
は
腹
を
立
て
る
人
間
さ
え
い
た
。 

【
九
】（
一
一
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

 
 

も
ち
ろ
ん
相
変
わ
ら
ず
数
多
く
の
ガ
ー
ル
・
フ
レ
ン
ド
を
作
り
つ
づ
け
は
し
た
け
れ
ど
、
そ
の

う
ち
の
誰
か
を
家
に
連
れ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

も
ち
ろ
ん
あ
い
か
わ
ら
ず
数
多
く
の
ガ
ー
ル
・
フ
レ
ン
ド
を
作
り
つ
づ
け
は
し
た
け
れ
ど
、
そ

の
う
ち
の
誰
か
を
家
に
連
れ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た 

【
一
〇
】（
一
二
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

ま
わ
り
の
青
年
た
ち
が
悩
み
、
模
索
し
、
苦
し
ん
で
い
る
あ
い
だ
、
彼
は
何
も
考
え
る
こ
と
な

く
黙
々
と
精
密
で
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
絵
を
描
き
続
け
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ま
わ
り
の
青
年
た
ち
が
悩
み
、
模
索
し
、
苦
し
ん
で
い
る
あ
い
だ
、
彼
は
何
も
考
え
る
こ
と
な

く
黙
々
と
精
密
で
メ
カ
ニ
カ
ル
な
絵
を
描
き
続
け
た
。 

【
一
一
】（
一
四
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

そ
の
極
め
て
実
際
的
な
絵
を
評
価
す
る
よ
う
な
人
間
は
彼
の
周
囲
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か

っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

彼
の
描
く
極
め
て
実
際
的
な
絵
を
評
価
す
る
よ
う
な
人
間
は
周
囲
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ

た
。 

【
一
二
】（
一
五
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
ト
ニ
ー
滝
谷
に
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
の
描
く
「
思
想
性
の
あ
る
」
絵
の
ど
こ
が
い
い

の
か
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
ト
ニ
ー
滝
谷
に
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
の
描
く
「
思
想
性
の
あ
る
」
絵
の
ど
こ
に
価
値

が
あ
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
。 

【
一
三
】（
一
九
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
あ
る
時
突
然
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
恋
に
落
ち
た
。
そ
れ
は
本
当
に

理
不
尽
な
く
ら
い
唐
突
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
相
手
は
彼
の
事
務
所
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

原
稿
を
取
り
に
き
た
出
版
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
女
の
子
だ
っ
た
。
彼
女
の
歳
は
二
十
二
だ
っ
た
。

彼
女
は
事
務
所
に
い
る
あ
い
だ
ず
っ
と
静
か
な
微
笑
み
を
口
に
浮
か
べ
て
い
た
。
な
か
な
か
感
じ

の
良
い
顔
立
ち
の
娘
だ
っ
た
が
、
客
観
的
に
見
れ
ば
と
く
べ
つ
に
美
人
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
あ
る
時
突
然
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
恋
に
落
ち
た
。
相
手
は
彼
の
事
務
所
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
原
稿
を
取
り
に
き
た
出
版
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
女
の
子
だ
っ
た
。歳
は
二
十
二
だ
っ
た
。 
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彼
女
は
事
務
所
に
い
る
あ
い
だ
ず
っ
と
静
か
な
微
笑
み
を
口
に
浮
か
べ
て
い
た
。
な
か
な
か
感
じ

の
良
い
顔
立
ち
の
娘
だ
っ
た
が
、
と
り
た
て
て
美
人
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。 

【
一
四
】（
二
〇
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
女
の
中
の
何
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
彼
の
心
を
打
っ
た
の
か
、
彼
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

彼
女
の
中
の
何
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
彼
の
心
を
打
っ
た
の
か
、自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

【
一
五
】（
二
四
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

そ
れ
か
ら
彼
は
娘
の
着
こ
な
し
に
注
意
を
引
か
れ
た
。
そ
し
て
彼
は
と
く
に
洋
服
に
は
興
味
を

持
た
な
か
っ
た
し
、
女
の
着
て
い
る
服
の
こ
と
を
い
ち
い
ち
気
に
と
め
る
よ
う
な
人
間
で
も
な
か

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
娘
が
素
晴
し
く
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
服
を
着
こ
な
し
て
い
る
様
子
に
、
彼
は

な
ん
だ
か
す
っ
か
り
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。
感
動
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

そ
れ
か
ら
彼
は
娘
の
着
こ
な
し
に
注
意
を
引
か
れ
た
。
彼
は
と
く
に
洋
服
に
は
興
味
を
持
た
な

か
っ
た
し
、
女
の
着
て
い
る
服
の
こ
と
を
い
ち
い
ち
気
に
と
め
る
よ
う
な
人
間
で
も
な
か
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
娘
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
服
を
着
こ
な
し
て
い
る
様
子
に
、
な
ん
だ
か
す
っ
か
り
感

心
し
て
し
ま
っ
た
。
感
動
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。 

【
一
六
】（
二
六
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
女
は
ま
る
で
別
の
世
界
へ
と
飛
び
立
つ
鳥
が
特
別
な
風
を
身
に
ま
と
う
よ
う
に
、
と
て
も
自

然
に
と
て
も
優
雅
に
服
を
ま
と
っ
て
い
た
。
彼
は
こ
れ
ま
で
そ
ん
な
に
楽
し
げ
に
服
を
着
て
い
る

女
性
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
服
の
方
も
彼
女
の
身
に
ま
と
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

生
命
を
獲
得
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

彼
女
は
ま
る
で
遠
い
世
界
へ
と
飛
び
立
つ
鳥
が
特
別
な
風
を
身
に
ま
と
う
よ
う
に
、
と
て
も
自

然
に
と
て
も
優
雅
に
服
を
ま
と
っ
て
い
た
。服
の
方
も
彼
女
の
身
に
ま
と
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
生
命
を
獲
得
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。 

【
一
七
】（
二
七
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
女
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
原
稿
を
受
け
取
っ
て
帰
っ
た
あ
と
、
し
ば
ら

く
彼
は
口
も
き
け
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

彼
女
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
原
稿
を
受
け
取
っ
て
帰
っ
た
あ
と
、
し
ば
ら

く
口
も
き
け
な
か
っ
た
。 

【
一
八
】（
二
九
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

二
人
の
関
係
は
も
う
ひ
と
つ
し
っ
く
り
と
い
か
な
く
な
っ
て
、
今
で
は
会
う
度
に
つ
ま
ら
な
い

こ
と
で
口
喧
嘩
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
正
直
に
言
っ
て
、
彼
と
会
う
の
は
ト
ニ
ー
滝
谷
と

会
う
と
き
の
よ
う
に
手
放
し
で
楽
し
く
は
な
か
っ
た
。
で
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
恋
人
と
の

関
係
を
す
ぐ
に
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。彼
女
に
は
彼
女
な
り
の
思
い
が
あ
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

二
人
の
関
係
は
も
う
ひ
と
つ
し
っ
く
り
と
い
か
な
く
な
っ
て
、
今
で
は
会
う
度
に
つ
ま
ら
な
い

こ
と
で
口
喧
嘩
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ト
ニ
ー
滝
谷
と
一
緒
に
い
る
と
き
の
方
が
楽
し
か

っ
た
。
で
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
恋
人
と
の
関
係
を
す
ぐ
に
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
彼
女
に
は
彼
女
な
り
の
思
い
が
あ
っ
た
。 

【
一
九
】（
三
〇
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

そ
の
十
五
と
い
う
年
齢
の
差
が
こ
の
先
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
測
り
兼
ね
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

そ
の
十
五
と
い
う
年
齢
の
差
が
こ
の
先
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、
計
り
兼
ね
た
。 

【
二
〇
】（
三
二
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
女
が
考
え
て
い
る
あ
い
だ
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
地
獄
の
よ
う
な
日
々
を
送
っ
た
。
仕
事
は
手
に

つ
か
な
か
っ
た
。毎
日
ひ
と
り
で
酒
を
飲
ん
だ
。孤
独
が
突
然
重
圧
と
な
っ
て
彼
を
押
さ
え
つ
け
、

苦
悶
さ
せ
た
。 

（
ｃ-
３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

彼
女
が
考
え
て
い
る
あ
い
だ
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
毎
日
ひ
と
り
で
酒
を
飲
ん
だ
。
仕
事
は
手
に
つ

か
な
か
っ
た
。
孤
独
が
突
然
重
圧
と
な
っ
て
彼
を
押
さ
え
つ
け
、
苦
悶
さ
せ
た
。 

【
二
一
】（
三
三
） 
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（
ｃ-
１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
女
と
結
婚
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ニ
ー
滝
谷
の
人
生
の
孤
独
な
時
期
は
終
了
し
た
。
朝
目

覚
め
る
と
彼
は
ま
ず
彼
女
の
姿
を
求
め
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ト
ニ
ー
滝
谷
の
人
生
の
孤
独
な
時
期
は
終
了
し
た
。
朝
目
覚
め
る
と
彼
は
ま
ず
彼
女
の
姿
を
求

め
た
。 

【
二
二
】（
三
四
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
ず
っ
と
昔
の
話
だ
し
、
そ
れ
に
所
詮
子
供
の
耳
だ
っ
た
。
で
も
彼
に
は
そ
の

違
い
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
ず
っ
と
昔
の
話
だ
し
、
そ
れ
に
所
詮
子
供
の
耳
だ
っ
た
。
で
も
彼
に
は
そ
の

違
い
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。 

【
二
三
】（
三
六
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

ほ
ん
の
僅
か
な
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
そ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
だ
。
彼
に
は
そ

れ
を
は
っ
き
り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
い
っ
て
父
親
の
腕
を

摑
み
、
い
っ
た
い
何
が
違
う
ん
だ
い
、
お
父
さ
ん
、
と
問
い
か
け
て
み
た
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ほ
ん
の
僅
か
な
違
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
そ
れ
は
大
事
な
こ
と
な
の
だ
。
彼
は
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
て
い
っ
て
父
親
の
腕
を
摑
み
、
い
っ
た
い
何
が
違
う
ん
だ
い
、
お
父
さ
ん
、
と
問
い
か
け

て
み
た
か
っ
た
。 

【
二
四
】（
三
八
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

で
も
彼
は
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
彼
に
は
そ
ん
な
自
分
の
思

い
に
つ
い
て
何
も
説
明
で
き
な
い
の
だ
。
彼
は
何
も
言
わ
ず
に
、
水
割
り
を
飲
み
な
が
ら
、
父
親

の
ス
テ
ー
ジ
を
ず
っ
と
最
後
ま
で
聴
い
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

で
も
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。彼
は
何
も
言
わ
ず
に
、水
割
り
を
飲
み
な
が
ら
、

父
親
の
ス
テ
ー
ジ
を
ず
っ
と
最
後
ま
で
聴
い
た
。 

【
二
五
】（
三
九
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

二
人
の
結
婚
生
活
に
影
を
落
と
す
よ
う
な
も
の
は
何
ひ
と
つ
存
在
し
な
か
っ
た
。
彼
の
仕
事
は

相
変
わ
ら
ず
順
調
だ
っ
た
し
、
ふ
た
り
は
喧
嘩
ひ
と
つ
し
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

二
人
の
結
婚
生
活
に
影
を
落
と
す
よ
う
な
も
の
は
何
ひ
と
つ
存
在
し
な
か
っ
た
。
彼
の
仕
事
は

あ
い
か
わ
ら
ず
順
調
だ
っ
た
し
、
ふ
た
り
は
喧
嘩
ひ
と
つ
し
な
か
っ
た
。 

【
二
六
】（
四
〇
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
ト
ニ
ー
滝
谷
の
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
女
が
あ
ま
り

に
も
多
く
服
を
買
い
す
ぎ
る
こ
と
だ
っ
た
。
洋
服
を
目
の
前
に
す
る
と
、
彼
女
は
ま
っ
た
く
と
言

っ
て
い
い
く
ら
い
抑
制
が
き
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
た
だ
ひ
と
つ
だ
け
ト
ニ
ー
滝
谷
の
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
妻
が
あ
ま
り
に

も
多
く
服
を
買
い
す
ぎ
る
こ
と
だ
っ
た
。
洋
服
を
目
の
前
に
す
る
と
、
彼
女
は
ま
っ
た
く
と
言
っ

て
い
い
く
ら
い
抑
制
が
き
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

【
二
七
】（
四
一
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

日
本
に
戻
っ
て
き
て
も
、
そ
の
熱
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

日
本
に
戻
っ
て
き
て
も
、
熱
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。 

【
二
八
】（
四
二
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
女
は
毎
日
の
よ
う
に
洋
服
を
買
い
つ
づ
け
た
。
服
の
数
は
急
速
に
増
え
て
い
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

来
る
日
も
来
る
日
も
洋
服
を
買
い
つ
づ
け
た
。
服
の
数
は
急
速
に
増
え
て
い
っ
た
。 

【
二
九
】（
四
三
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

お
か
げ
で
彼
は
大
き
な
洋
服
ダ
ン
ス
を
幾
つ
か
注
文
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 
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大
き
な
洋
服
ダ
ン
ス
を
幾
つ
か
注
文
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

【
三
〇
】（
四
四
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

そ
れ
で
も
足
ら
ず
に
、
と
う
と
う
部
屋
を
ま
る
ご
と
ひ
と
つ
衣
装
室
に
改
造
し
な
く
て
は
な
ら

な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

そ
れ
で
も
足
ら
ず
に
、部
屋
を
ま
る
ご
と
ひ
と
つ
衣
装
室
に
改
造
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

【
三
一
】（
四
六
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

新
し
い
服
さ
え
あ
れ
ば
彼
女
は
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
。
だ
か
ら
ト
ニ
ー
滝
谷
も
そ
れ
に
つ
い
て
文

句
は
言
う
ま
い
と
思
っ
た
。
ま
あ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
彼
は
思
っ
た
。
こ
の
世
界
に
完
全
な
人
間

な
ん
て
い
な
い
の
だ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

新
し
い
服
さ
え
あ
れ
ば
彼
女
は
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
。
だ
か
ら
文
句
は
言
う
ま
い
と
思
っ
た
。
ま

あ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
の
世
界
に
完
全
な
人
間
な
ん
て
い
な
い
の
だ
。 

【
三
二
】（
四
八
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
妻
の
服
の
量
が
ひ
と
つ
の
部
屋
に
収
ま
り
き
ら
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
く
る
と
、
彼
も

い
さ
さ
か
不
安
に
な
っ
て
き
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
妻
の
服
の
量
が
ひ
と
つ
の
部
屋
に
収
ま
り
き
ら
な
い
く
ら
い
に
な
っ
て
く
る
と
、
さ
す

が
に
不
安
に
な
っ
て
き
た
。 

【
三
三
】（
四
九
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

一
度
彼
は
妻
の
い
な
い
と
き
に
、
そ
の
服
の
数
を
勘
定
し
て
み
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

一
度
妻
の
い
な
い
と
き
に
、
そ
の
服
の
数
を
勘
定
し
て
み
た
。 

【
三
四
】（
五
〇
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

全
部
の
服
を
着
こ
な
す
の
に
二
年
近
く
か
か
っ
た
。
そ
れ
は
い
く
ら
何
で
も
数
と
し
て
多
す
ぎ

る
と
彼
は
思
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

全
部
の
服
を
着
こ
な
す
の
に
二
年
近
く
か
か
っ
た
。
そ
れ
は
い
く
ら
何
で
も
数
と
し
て
多
す
ぎ

る
。 

【
三
五
】（
五
二
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
次
か
ら
次
へ
と
服
を
買
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
彼
に
は
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
服
を
買
う
の
に
忙
し
く
て
、
着
る
暇
も
な
い
く
ら
い
な
の
だ
。
こ
れ
は
精
神
の
病
と

い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
彼
は
思
っ
た
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
ど
こ
か
で
彼

女
に
歯
止
め
を
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ど
こ
か
で
歯
止
め
を
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

【
三
六
】（
五
四
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

あ
る
日
、
夕
食
の
終
わ
っ
た
あ
と
で
、
彼
は
思
い
切
っ
て
妻
に
対
し
て
持
ち
出
し
て
み
た
。
少

し
服
を
買
う
の
を
控
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
、
と
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

あ
る
日
、
夕
食
の
終
わ
っ
た
あ
と
で
、
彼
は
思
い
切
っ
て
切
り
だ
し
た
。
少
し
服
を
買
う
の
を

控
え
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
、
と
。 

【
三
七
】（
五
六
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

君
が
綺
麗
に
な
る
の
は
僕
と
し
て
も
嬉
し
い
、
で
も
こ
ん
な
に
沢
山
の
高
価
な
服
が
現
実
的
に

必
要
な
ん
だ
ろ
う
か
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

君
が
綺
麗
に
な
る
の
は
嬉
し
い
、
で
も
こ
ん
な
に
沢
山
の
高
価
な
服
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
か
。 

【
三
八
】（
五
七
） 

（
ｃ-
１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

妻
は
下
を
向
い
て
し
ば
ら
く
考
え
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
こ
う
言
っ
た
。
た
し
か
に
あ
な
た
の
言

う
と
お
り
だ
と
思
う
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
服
は
不
必
要
だ
と
思
う
、
そ
れ
は
私
に
も
よ
く
わ
か
っ

て
い
る
の
よ
、
で
も
わ
か
っ
て
い
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
、
と
彼
女
は
言
っ
た
。 
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（
ｃ-
３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

妻
は
下
を
向
い
て
し
ば
ら
く
考
え
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
こ
う
言
っ
た
。
あ
な
た
の
言
う
と
お
り

だ
と
思
う
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
服
は
不
必
要
だ
と
思
う
、
そ
れ
は
私
に
も
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
の

よ
、
で
も
わ
か
っ
て
い
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
、
と
彼
女
は
言
っ
た
。 

【
三
九
】（
五
八
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

目
の
前
に
綺
麗
な
服
が
あ
る
と
、
私
は
ど
う
し
て
も
、
そ
れ
を
買
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

目
の
前
に
綺
麗
な
服
が
あ
る
と
、
私
は
そ
れ
を
買
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
。 

【
四
〇
】（
五
九
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

た
だ
単
に
、
も
う
買
う
の
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
よ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

た
だ
単
に
、
も
う
買
う
の
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
よ
。
ま
る
で
何
か
の
中

毒
み
た
い
に
。 

【
四
一
】（
六
一
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
彼
女
は
そ
れ
を
（
そ
れ
は
ま
る
で
薬
物
中
毒
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
と
彼
女
は
言
っ

た
）
な
ん
と
か
治
癒
す
る
と
言
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
た
ら
今
に
家
が
服
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
な
ん
と
か
そ
こ
か
ら
抜
け
出
し
て
み
る
と
彼
女
は
約
束
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
続
け
て

い
た
ら
今
に
家
が
服
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
。 

【
四
二
】（
六
五
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

一
週
間
ば
か
り
彼
女
は
洋
服
屋
に
行
か
ず
、
家
の
中
に
こ
も
っ
て
じ
っ
と
し
て
い
た
。
し
か
し

そ
れ
は
彼
女
に
と
っ
て
は
ひ
ど
く
辛
い
毎
日
だ
っ
た
。
空
気
の
少
な
い
惑
星
の
上
を
歩
い
て
い
る

よ
う
な
気
分
だ
っ
た
。
彼
女
は
毎
日
衣
装
室
に
入
り
、
自
分
の
服
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
に
取
っ
て

眺
め
て
過
ご
し
た
。
生
地
を
撫
で
ま
わ
し
、
匂
い
を
嗅
ぎ
、
袖
を
通
し
て
鏡
の
前
に
立
っ
て
み
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

一
週
間
ば
か
り
彼
女
は
新
し
い
洋
服
を
目
に
し
な
い
よ
う
に
、
家
の
中
に
こ
も
っ
て
じ
っ
と
し

て
い
た
。
で
も
そ
う
し
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
自
分
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。
空
気
の
少
な
い
惑
星
の
上
を
歩
い
て
い
る
み
た
い
だ
っ
た
。
毎
日
衣
装
室
に
入
り
、
自
分

の
服
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
に
取
っ
て
眺
め
て
過
ご
し
た
。
生
地
を
撫
で
ま
わ
し
、
匂
い
を
嗅
ぎ
、

袖
を
通
し
て
鏡
の
前
に
立
っ
て
み
た
。 

【
四
三
】（
六
六
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

夫
の
言
う
こ
と
は
た
し
か
に
正
論
だ
と
思
っ
た
。
こ
ん
な
に
沢
山
の
服
は
不
必
要
な
の
だ
。
私

の
体
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
の
だ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

夫
の
言
う
こ
と
は
た
し
か
に
正
論
だ
と
思
っ
た
。
こ
ん
な
に
沢
山
の
服
は
不
必
要
な
の
だ
。
体

は
ひ
と
つ
し
か
な
い
の
だ
。 

【
四
四
】（
六
七
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

目
を
開
け
た
と
き
、
信
号
が
青
に
変
わ
る
の
が
見
え
た
。
彼
女
は
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
こ
ん
だ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

目
を
開
け
た
と
き
、
信
号
が
青
に
変
わ
る
の
が
見
え
た
。
彼
女
は
は
じ
か
れ
た
よ
う
に
思
い
切

り
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
こ
ん
だ
。 

【
四
五
】（
六
九
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

ト
ニ
ー
滝
谷
に
残
さ
れ
た
の
は
部
屋
ひ
と
つ
ぶ
ん
の
サ
イ
ズ
７
の
洋
服
の
山
だ
け
だ
っ
た
。
靴

だ
け
で
も
一
一
二
足
も
あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
を
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
見
当
も
つ
か

な
か
っ
た
。 

（
ｃ-
３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ト
ニ
ー
滝
谷
に
残
さ
れ
た
の
は
部
屋
ひ
と
つ
ぶ
ん
の
サ
イ
ズ
７
の
洋
服
の
山
だ
け
だ
っ
た
。
靴
だ
け

で
も
二
百
足
近
く
あ
っ
た
。
そ
れ
を
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。

【
四
六
】（
七
〇
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 
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彼
女
は
面
接
の
た
め
に
着
て
い
っ
た
自
分
の
服
を
脱
い
で
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
、
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン

と
ト
レ
ー
ナ
ー
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
、
床
に
座
っ
て
冷
蔵
庫
か
ら
缶
ビ
ー
ル
を
出
し
て
飲
ん
だ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

彼
女
は
面
接
の
た
め
に
着
て
い
っ
た
自
分
の
服
を
脱
い
で
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
、
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン

ズ
と
ト
レ
ー
ナ
ー
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
、
床
に
座
っ
て
冷
蔵
庫
か
ら
缶
ビ
ー
ル
を
出
し
て
飲
ん
だ
。 

【
四
七
】（
七
二
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

ト
ニ
ー
滝
谷
は
結
局
古
着
屋
を
呼
ん
で
、
妻
の
残
し
て
い
っ
た
服
を
全
部
引
き
取
ら
せ
た
。
た

い
し
た
値
は
つ
か
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
彼
が
そ
の
洋
服
の
た
め
に
払
っ
た
金
額
の
二
十
分
の
一

に
も
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
で
も
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
は
も
う
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
っ
た
。

彼
と
し
て
は
た
だ
で
も
い
い
か
ら
一
着
残
ら
ず
持
っ
て
い
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
だ
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ト
ニ
ー
滝
谷
は
結
局
古
着
屋
を
呼
ん
で
、
妻
の
残
し
て
い
っ
た
服
を
全
部
引
き
取
ら
せ
た
。
た

い
し
た
値
は
つ
か
な
か
っ
た
。
で
も
そ
れ
は
も
う
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
っ
た
。
彼
と
し
て
は
た

だ
で
も
い
い
か
ら
一
着
残
ら
ず
持
っ
て
い
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
だ
。 

【
四
八
】（
七
三
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
は
か
ら
っ
ぽ
に
な
っ
た
そ
の
か
つ
て
の
衣
装
室
を
、
そ
の
あ
と
何
年
も
ず
っ
と
か
ら
っ
ぽ
の

ま
ま
に
し
て
お
い
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

彼
は
か
ら
っ
ぽ
に
な
っ
た
そ
の
か
つ
て
の
衣
装
室
を
、
長
い
あ
い
だ
か
ら
っ
ぽ
の
ま
ま
に
し
て

お
い
た
。 

【
四
九
】（
七
五
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

と
き
ど
き
彼
は
そ
の
部
屋
に
入
り
、
何
を
す
る
と
も
な
く
た
だ
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
。
彼
は
一

時
間
も
二
時
間
も
そ
こ
の
床
に
座
っ
て
か
ら
っ
ぽ
の
壁
を
じ
っ
と
眺
め
て
い
た
。
そ
こ
に
は
死
者

の
影
の
、
そ
の
ま
た
影
が
あ
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

と
き
ど
き
彼
は
そ
の
部
屋
に
入
り
、
何
を
す
る
と
も
な
く
た
だ
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
。
一
時
間

も
二
時
間
も
そ
こ
の
床
に
座
っ
て
壁
を
じ
っ
と
眺
め
て
い
た
。
そ
こ
に
は
死
者
の
影
の
、
そ
の
ま

た
影
が
あ
っ
た
。 

【
五
〇
】（
七
六
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

そ
し
て
彼
女
の
静
か
な
嗚
咽
が
記
憶
の
中
に
蘇
っ
て
き
た
。
彼
は
そ
ん
な
も
の
を
思
い
出
し
た

く
は
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

そ
し
て
彼
女
の
静
か
な
嗚
咽
が
記
憶
の
中
に
蘇
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
も
の
を
思
い
出
し
た
く
は

な
か
っ
た
。 

【
五
一
】（
七
八
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

彼
は
ほ
と
ん
ど
眠
る
よ
う
に
死
ん
で
い
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
彼
は
最
後
ま
で
ツ
キ
に
恵

ま
れ
て
い
た
。
多
少
の
現
金
と
株
券
を
別
に
す
れ
ば
、
滝
谷
省
三
郎
は
財
産
と
い
う
ほ
ど
の
も
の

は
残
さ
な
か
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

ほ
と
ん
ど
眠
る
よ
う
に
死
ん
で
い
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
彼
は
最
後
ま
で
ツ
キ
に
恵
ま
れ

て
い
た
。
多
少
の
現
金
と
株
券
を
別
に
す
れ
ば
、
滝
谷
省
三
郎
は
財
産
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
残

さ
な
か
っ
た
。 

【
五
二
】（
七
八
） 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

そ
の
レ
コ
ー
ド
の
山
が
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
う
と
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
今
度
こ
そ
本
当
に
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
。 

（
ｃ-

３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

レ
コ
ー
ド
の
山
が
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
う
と
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
今
度
こ
そ
本
当
に
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
に
な
っ
た
。 

 

 
以
上
が
、『
全
作
品
⑧
』（
ｃ
‐
１
）
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
文
庫
本
（
ｃ
‐
３
）
と
の
、

五
二
箇
所
に
分
け
示
し
た
七
八
個
の
本
文
異
同
で
あ
る
。 

こ
の
本
文
異
同
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
削
除
改
訂
が
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
に
「
再
度
収
録

さ
れ
る
際
に
も
再
び
全
作
品
版
に
微
修
正
が
施
さ
れ
た(

10)

」
の
「
微
修
正
」
で
は
す
ま
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
増
補
し
た
箇
所
を
さ
ら
に
削
ぎ
落
と
し
て
本
文
の
密
度
を
高
め
て
い
た
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り
、
無
駄
を
削
除
し
た
り
、
主
語
や
副
詞
を
省
い
て
い
た
り
、
人
物
設
定
を
『
全
作
品
⑧
』
で
増
補

し
た
上
で
、そ
の
設
定
を
落
と
し
込
ん
で
削
除
し
た
り
、創
作
過
程
が
明
確
に
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
ら
に
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
対
比
さ
せ
て
見
る
と
も
っ
と
明
確
化
す
る
箇
所
も
あ

る
の
で
は
あ
る
が
、
と
に
も
か
く
に
も
『
全
作
品
⑧
』
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
の
本
文
批
評

だ
け
で
も
、
実
に
多
く
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
は
今
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 

お
わ
り
に 

 

『
全
作
品
⑧
』
の
本
文
の
性
格
は
、
旧
稿
で
考
察
し
た
の
で
繰
り
返
し
は
避
け
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
果
せ
ず
に
来
た
『
全
作
品
⑧
』
と
（
ｃ
‐
１
）
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
文

庫
本
（
ｃ
‐
３
）
と
の
本
文
異
同
を
す
べ
て
掲
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

現
在
の
と
こ
ろ
、『
全
作
品
⑧
』
も
文
春
単
行
本
も
文
春
文
庫
本
も
、
同
じ
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い

う
の
が
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
旧
稿
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
村
上
は
こ
の
『
全
作

品
⑧
』
の
本
文
を
五
二
箇
所
七
八
個
の
削
除
・
改
訂
を
施
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

作
品
と
し
て
の
定
本
的
本
文
と
し
て
は
、『
全
作
品
⑧
』
で
は
な
く
、
文
庫
本
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の

幽
霊
』
が
決
定
版
本
文
で
あ
る
が
、
定
本
で
カ
ッ
ト
さ
れ
た
『
全
作
品
⑧
』
の
削
除
・
改
訂
本
文
に

は
、
設
定
や
人
物
造
形
の
構
築
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
実
は
こ
れ
ら
は
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
記
述
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
作

品
の
創
作
過
程
を
追
究
す
る
際
の
有
力
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
の
は
自
明
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

旧
稿
で
も
指
摘
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
全
作
品
⑧
』
は
、『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
を
理
解
す
る

た
め
に
も
、こ
の
作
品
の
創
作
過
程
を
知
る
た
め
に
も
、大
変
貴
重
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
の
で
あ
る
。 

旧
稿
で
は
、「
本
文
改
訂
（
二
）」
で
【
一
】【
八
】【
四
五
】
を
引
用
し
、「
全
作
品
⑧
所
収
『
ト
ニ

ー
滝
谷
』
本
文
の
性
格
」
で
は
【
一
】【
二
】【
三
】【
四
】【
八
】【
三
二
】【
三
三
】【
三
四
】【
三
五
】

【
四
一
】【
四
二
】【
四
七
】【
四
八
】【
四
九
】
を
引
用
し
、
こ
の
一
五
箇
所
を
必
要
に
応
じ
て
言
及

し
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。 

な
お
、
今
回
は
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
言
及
を
避
け
て
来
た
が
、
次
の
二
例
は
示
し
て

お
き
た
い
。 

 （
ｂ-

１
・
２
）
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン 

鉛
筆
の
先
を
針
の
よ
う
に
尖
ら
せ
て
、
自
転
車
や
ら
ラ
ジ
オ
や
ら
エ
ン
ジ
ン
や
ら
、
そ
う
い
う

も
の
の
細
部
を
と
こ
と
ん
細
か
く
描
く
の
が
得
意
だ
っ
た
。
花
の
絵
を
描
い
て
も
、
葉
脈
の
一
本

一
本
ま
で
克
明
に
描
い
た
。
彼
に
は
そ
う
い
う
描
き
方
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。 

（
ｃ-

１
・
２
・
３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
、
単
行
本
、
文
庫
本
） 

鉛
筆
の
先
を
針
の
よ
う
に
尖
ら
せ
て
、
自
転
車
や
ら
ラ
ジ
オ
や
ら
エ
ン
ジ
ン
や
ら
、
そ
う
い
う

も
の
の
細
部
を
克
明
に
描
く
の
が
得
意
だ
っ
た
。
花
の
絵
を
描
い
て
も
、
葉
脈
の
一
本
一
本
ま
で

こ
と
細
か
に
描
い
た
。
誰
に
な
ん
と
言
わ
れ
よ
う
と
、
彼
に
は
そ
う
い
う
描
き
方
し
か
で
き
な
か

っ
た
の
だ
。 

 こ
の
箇
所
は
、『
全
作
品
⑧
』
も
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
も
異
同
が
な
い
た
め
、
前
掲
の
「
本

文
異
同
一
覧
」
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
の
描
写
を
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
で
さ
ら
に
精
密
画
に
対
す
る
ト
ニ
ー
滝
谷
の
強
い
意
志
に
つ
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
箇
所
で

あ
る
。 

 

次
は
本
文
異
同
【
一
三
】
で
掲
出
し
た
も
の
に
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
加
え
て
み
た
も
の

で
あ
る
。 

 

（
ｂ-

１
・
２
）
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン 

し
か
し
あ
る
時
突
然
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
恋
に
落
ち
た
。
＜
相
手
は
彼
の

事
務
所
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
稿
を
取
り
に
き
た
出
版
社
の
＜
女
の
子
だ
っ
た
。
彼
女
の

歳
は
二
十
二
だ
っ
た
。
驚
く
よ
う
な
美
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
な
に
か
し
ら
彼
の
心
を
打
つ
も
の

が
あ
っ
た
。 

（
ｃ-

１
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
全
作
品
⑧
） 

し
か
し
あ
る
時
突
然
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
恋
に
落
ち
た
。
そ
れ
は
本
当
に

理
不
尽
な
く
ら
い
唐
突
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
相
手
は
彼
の
事
務
所
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

原
稿
を
取
り
に
き
た
出
版
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
女
の
子
だ
っ
た
。
彼
女
の
歳
は
二
十
二
だ
っ
た
。

な
か
な
か
感
じ
の
良
い
顔
立
ち
の
娘
だ
っ
た
が
、
客
観
的
に
見
れ
ば
と
く
べ
つ
に
美
人
と
い
う
ほ

ど
で
は
な
か
っ
た
。
で
も
彼
女
に
は
な
に
か
し
ら
彼
の
心
を
激
し
く
打
つ
も
の
が
あ
っ
た
。 

（
ｃ-
３
）
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
文
庫
本
） 

し
か
し
あ
る
時
突
然
、
ト
ニ
ー
滝
谷
は
恋
に
落
ち
た
。
相
手
は
彼
の
事
務
所
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
原
稿
を
取
り
に
き
た
出
版
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
女
の
子
だ
っ
た
。歳
は
二
十
二
だ
っ
た
。 

な
か
な
か
感
じ
の
良
い
顔
立
ち
の
娘
だ
っ
た
が
、と
り
た
て
て
美
人
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。 
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で
も
彼
女
に
は
な
に
か
し
ら
彼
の
心
を
激
し
く
打
つ
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

「
何
の
前
触
れ
も
な
く
」
は
「
突
然
」
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
、
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の

『
全
作
品
⑧
』（
ｃ
‐
１
）
に
継
続
さ
れ
な
が
ら
、
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の

幽
霊
』（
ｃ
‐
２
・
３
）
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
＜
」
は
引
用
に
際
し
私
に
加
え
た
記
号
で
あ
る
が
、
ロ
ン
グ
・

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
『
全
作
品
⑧
』（
ｃ
‐
１
）
の
時
点
で
「
そ
れ
は
本
当
に
唐
突
な
出
来
事
で
あ
っ
た
」

を
加
え
る
こ
と
で
、
い
か
に
ト
ニ
ー
滝
谷
の
恋
愛
が
突
然
で
あ
る
の
か
が
更
に
補
強
さ
れ
た
わ
け
だ

が
、『
全
作
品
⑧
』
は
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
引
き
継
ぐ
「
何
の
前
触
れ
も
な
く
」
も
あ
り
、

「
そ
れ
は
本
当
に
唐
突
な
出
来
事
で
あ
っ
た
」
も
あ
る
わ
け
で
、
た
た
み
か
け
が
執
拗
す
ぎ
る
と
考

え
て
、『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』（
ｃ
‐
２
・
３
）
で
は
カ
ッ
ト
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

も
ち
ろ
ん
ト
ニ
ー
滝
谷
が
恋
に
落
ち
る
こ
と
が
い
か
に
突
然
で
あ
っ
た
か
は
こ
の
推
移
で
十
分
す
ぎ

る
ほ
ど
判
る
わ
け
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
村
上
が
考
え
て
い
た
こ
と
も
判
る
わ
け
で
あ
る
。 

シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
二
つ
目
の
「
＜
」
は
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
ｃ
‐
１
・
２
・
３
）

で
は
「
ア
ル
バ
イ
ト
の
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
く
。「
出
版
社
の
女
の
子
」
は
社
員
で
あ
る
可
能
性
が
高

く
な
る
が
、
年
齢
が
二
二
歳
と
な
る
と
早
生
ま
れ
の
女
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
不
自
然
さ
の

回
避
の
た
め
に
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
村
上
作
品
の
改
訂
に
見
ら

れ
る
こ
と
だ
が
、
整
合
性
や
不
自
然
さ
、
問
題
等
の
回
避
等
を
改
稿
版
で
修
正
し
て
く
る
事
例
に
属

す
る
わ
け
で
あ
る

（

11
）

。 

こ
の
よ
う
に
、
本
来
な
ら
ば
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
何
が
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
『
全

作
品
⑧
』（
ｃ
‐
１
）
に
受
け
継
が
れ
、
何
が
受
け
継
が
れ
な
い
の
か
、
そ
し
て
『
全
作
品
⑧
』（
ｃ

‐
１
）
か
ら
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』（
ｃ
‐
２
・
３
）
へ
何
が
受
け

継
が
れ
、
何
が
受
け
継
が
れ
な
い
の
か
、
を
示
す
べ
き
だ
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
旧
稿
で
は
『
全

作
品
⑧
』
と
（
ｃ
‐
１
）
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
文
庫
本
（
ｃ
‐
３
）
の
一
五
箇
所
を
い
く

つ
か
に
ま
と
め
て
本
文
異
同
を
示
し
、『
全
作
品
⑧
』
の
本
文
の
性
格
を
考
察
し
指
摘
し
た
が
、
紙
数

の
都
合
で
本
文
異
同
す
べ
て
を
掲
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
見
送
っ
た
。 

そ
れ
を
承
け
、
本
稿
で
は
『
全
作
品
⑧
』
と
（
ｃ
‐
１
）
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
文
庫
本

（
ｃ
‐
３
）
と
の
本
文
異
同
す
べ
て
を
掲
出
す
る
こ
と
を
眼
目
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
全
作
品

⑧
』
の
本
文
が
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
で
は
、「
五
二
箇
所
七
八
個
」
の
削
除
改
訂
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
と
な
り
、
か
つ
『
ト
ニ
ー
滝
谷
』
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
比
較
が
簡
便

に
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
の
性
格
も
判
然
と
す
る
と
考
え
る
。 

 

 

〈
注
〉 

(

１)  

拙
論
「
解
釋
學
」
六
七
輯
（
平
二
四
・
三
）。 

(

２)  

拙
論
「
解
釋
學
」
七
三
輯
（
平
二
七
・
三
）。 

(

３)  

拙
論
「
解
釈
」（
解
釈
学
会
）
六
一
巻
七
・
八
号
（
平
二
七
・
八
）。 

 (

４) 

『
村
上
春
樹
全
作
品

1
9
7
9

～1
9
8
9

⑧
』
月
報
「
自
作
を
語
る
・
新
た
な
る
胎
動
」（
平
三
、
講
談
社
）。『
レ
キ

シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
単
行
本
・
文
庫
本
の
あ
と
が
き
。 

 (

５)  

注
３
前
掲
論
文
。 

(

６)  

藤
井
省
三
氏
『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』（
平
一
九
、
朝
日
新
聞
社
）
五
二
頁
。 

(

７)  

注
３
前
掲
論
文
。 

(

８)  

注
２
・
注
３
前
掲
論
文
で
は
「
美
味
も
の
」
の
ル
ビ
を
示
し
忘
れ
て
い
た
た
め
、
三
箇
所
と
し
た
が
、
ル
ビ
の 

み
で
三
箇
所
あ
る
た
め
、「
22
」
を
加
え
、
四
箇
所
と
訂
正
し
た
い
。 

 (

９)  

以
下
、『
全
作
品
⑧
』
と
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
の
五
二
箇
所
の
対
照
本
文
を
掲
出
す
る
が
、
対
照
を
ご
覧 

い
た
だ
き
、
五
二
箇
所
（
五
二
箇
所
七
八
個
）
と
い
う
区
分
が
恣
意
的
だ
と
言
わ
れ
る
場
合
は
、「
七
八
個
の
削
除
・   

改
訂
」
を
優
先
い
た
だ
き
た
い
。 

(

10) 

注
６
前
掲
書
五
二
頁
。 

(

11) 

前
掲
注
１
の
拙
論
で
「
シ
ャ
ネ
ル
」
削
除
、
注
３
の
拙
論
、
拙
論
「『
螢
』
か
ら
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
へ
―
」 

『
螢
』『
こ
こ
ろ
』『
舞
姫
』、
創
作
過
程
論
の
視
座
か
ら
―
」（「
表
現
学
」
創
刊
号
、
平
二
七
・
三
）
で
「
緑
の
枝 

→ 

緑
の
葉
」、
寮
の
問
題
点
を
思
想
的
な
立
場
か
ら
主
人
公
の
主
観
へ
、「
流
行
り
の
小
説
」
そ
の
他
、
意
識
的
な
修

正
・
改
訂
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
言
及
し
て
い
る
の
で
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
シ
ョ
ー
ト
・
ヴ

ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
は
あ
る
も
、
ロ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
「〈
精
神
の
病
〉〈
薬
物
中
毒
の
よ
う
な
も
の
〉
と
い

っ
た
病
理
に
関
す
る
直
接
的
な
言
葉
が
削
除
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
は
既
に
『
村
上
春
樹
作
品
研
究
事
典
』
一
三
六

頁
に
指
摘
が
あ
る
。 
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